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は
じ
め
に
．

明
治
四
二
年
四
月
一
八
日
、
第
一
回
琉
歌
大
会
が
奥
武
山
公
園
地
内
城
間
氏

別
荘
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
第
一
回
琉
歌
大
会
は
兼
題
の
応
募
歌
数
三

一
七
首
、
歌
会
出
席
者
は
百
名
を
超
え
る
と
い
う
盛
り
あ
が
り
を
み
せ
、
『
琉
球

新
報
』
は
四
月
二
○
曰
付
の
紙
面
か
ら
歌
会
の
詠
草
を
連
曰
掲
載
し
て
い
る
。

こ
の
琉
歌
大
会
の
成
功
を
受
け
、
同
じ
年
の
十
月
に
は
首
里
日
曜
会
主
催
に
よ

る
琉
歌
大
会
が
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
後
琉
歌
大
会
は
奥
武
山
歌
会
と
曰
曜
会
と

の
交
代
で
春
と
秋
の
年
一
一
回
開
催
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
『
琉
球
新
報
』
と

『
沖
縄
毎
曰
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
琉
歌
や
関
連
記
事
を
た
ど
る
こ
と
で
、
こ

の
琉
歌
大
会
の
大
変
な
盛
り
上
が
り
よ
う
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
大

会
を
支
え
て
い
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
琉
歌
結
社

の
活
動
で
あ
る
。
明
治
四
一
一
年
だ
け
を
見
て
も
日
曜
会
、
奥
武
山
琉
歌
会
、
比

謝
矼
友
竹
亭
、
二
六
琉
歌
会
、
西
林
琉
歌
会
、
糸
満
琉
歌
会
、
戊
申
琉
歌
会
な

ど
多
く
の
琉
歌
結
社
が
新
聞
に
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。

ま
た
、
明
治
四
二
年
は
琉
歌
の
新
派
が
新
聞
に
登
場
し
た
年
で
も
あ
る
。
『
沖

縄
毎
曰
新
聞
』
は
柳
月
庵
の
「
新
琉
歌
壇
」
の
掲
載
が
七
月
に
始
ま
り
、
続
い

て
月
城
の
「
三
十
字
詩
」
、
詩
華
の
「
新
し
き
歌
」
が
掲
載
さ
れ
る
。
九
月
に
は

新
派
の
結
社
で
あ
る
黄
胡
蝶
社
、
一
一
一
十
字
詩
会
、
四
三
年
七
月
に
尚
友
会
が
、

十
二
月
に
は
東
京
琉
歌
会
の
詠
草
が
紙
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

伊
波
月
城
は
明
治
四
二
年
四
月
一
六
曰
付
『
沖
縄
毎
曰
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ

た
「
嶽
色
潮
声
」
の
中
で
琉
歌
大
会
の
開
催
に
つ
い
て
触
れ
、
「
明
治
四
二
年
は

沖
縄
に
於
け
る
文
芸
復
興
の
第
一
年
と
見
て
差
し
支
へ
な
い
と
思
ふ
」
と
書
い

大
正
期
の
琉
歌
壇
ｌ
『
琉
球
新
報
』
『
沖
縄
毎
曰
新
聞
』
を
も
と
に
－
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第
二
早
大
正
期
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
琉
歌
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
つ
い
て

『
琉
球
新
報
』
は
明
治
二
六
年
九
月
一
五
曰
創
刊
、
『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
は

明
治
四
一
年
一
二
月
一
○
曰
創
刊
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
琉
球
新
報
』
は
明
治
三

一
年
四
月
一
日
付
か
ら
大
正
七
年
五
月
三
一
曰
付
ま
で
、
『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
は

明
治
四
一
一
年
一
一
月
一
一
八
曰
付
か
ら
大
正
三
年
一
一
一
月
一
一
一
一
曰
付
の
紙
面
が
ま
と

ま
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
他
は
、
部
分
的
に
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
一
。

て
い
た
・
琉
歌
だ
け
で
は
な
く
こ
の
時
期
組
踊
が
盛
ん
に
上
演
さ
れ
る
な
ど
、

ま
さ
に
「
沖
縄
の
文
芸
復
興
」
の
年
と
い
っ
て
よ
い
か
と
思
う
が
、
新
聞
へ
の

琉
歌
掲
載
歌
数
は
明
治
四
二
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

大
正
期
に
入
っ
て
も
そ
の
傾
向
は
続
く
。
曰
曜
会
や
奥
武
山
歌
会
、
垣
花
琉

歌
会
な
ど
、
明
治
期
か
ら
引
き
続
き
活
動
し
て
い
る
結
社
も
見
ら
れ
る
が
、
大

正
期
に
な
る
と
ま
っ
た
く
登
場
し
な
い
結
社
も
多
い
。
琉
歌
研
究
会
、
八
重
山

琉
歌
会
、
一
一
一
六
会
な
ど
、
大
正
期
に
入
っ
て
新
た
に
紙
面
に
登
場
す
る
結
社
も

あ
る
が
、
明
治
四
○
年
代
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
は
み
ら
れ
な
い
。

大
正
期
の
結
社
の
琉
歌
は
『
近
代
沖
縄
歌
集
』
（
高
良
睦
輝
編
昭
和
九
年
）
、

や
『
波
上
琉
歌
会
明
治
・
大
正
期
の
琉
歌
』
上
下
（
那
覇
市
教
育
委
員
会
一

九
八
九
年
）
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
採
ら
れ
て
い
な
い
作

品
も
あ
り
、
大
正
期
の
琉
歌
壇
の
全
容
を
知
る
た
め
に
は
当
時
の
新
聞
に
掲
載

さ
れ
た
琉
歌
を
み
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明
治
期
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ

た
琉
歌
に
つ
い
て
は
『
近
代
琉
歌
の
基
礎
的
研
究
』
（
仲
程
昌
徳
前
城
淳
子
共

編
箸
、
一
九
九
九
年
、
勉
誠
出
版
）
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
『
琉
球
新
報
』
『
沖
縄
毎
曰
新
聞
』
の
二
紙
を

用
い
て
大
正
期
の
琉
歌
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
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『
琉
球
新
報
』
『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
琉
歌
四
四
二
二
首
は
そ

の
新
聞
へ
の
掲
載
の
さ
れ
方
や
発
表
形
態
に
よ
っ
て
、
①
結
社
単
位
で
掲
載
さ

れ
た
も
の
（
結
社
詠
）
、
②
琉
歌
大
会
で
詠
ま
れ
た
も
の
（
琉
歌
大
会
詠
）
、
③

新
聞
社
側
が
広
告
な
ど
で
作
品
を
募
集
し
た
も
の
（
募
集
歌
）
、
④
個
人
又
は
結

社
以
外
の
グ
ル
ー
プ
で
新
聞
に
寄
稿
し
た
も
の
（
寄
稿
歌
）
、
⑤
そ
の
他
（
記
事

の
中
で
引
用
さ
れ
た
古
歌
、
「
読
者
倶
楽
部
」
「
葉
書
通
信
」
な
ど
読
者
投
稿
欄

今
回
は
『
琉
球
新
報
』
の
大
正
元
年
九
月
か
ら
大
正
七
年
一
二
月
ま
で
へ
『
沖

縄
毎
曰
新
聞
』
の
大
正
元
年
九
月
か
ら
大
正
一
一
一
年
一
一
一
月
ま
で
を
対
象
に
し
て
、

両
紙
に
掲
載
さ
れ
た
琉
歌
（
短
歌
、
仲
風
、
口
説
、
つ
ら
ね
な
ど
）
を
収
集
し

た
。
そ
の
際
、
①
琉
歌
、
②
作
者
名
、
③
結
社
名
、
④
題
・
題
詠
、
⑤
当
座
・

兼
題
、
⑥
点
者
・
選
者
、
⑦
判
定
・
評
価
、
⑧
歌
会
の
開
催
曰
、
⑨
掲
載
紙
名
、

⑩
掲
載
年
月
曰
、
⑪
掲
載
号
、
⑫
掲
載
面
、
⑬
コ
ラ
ム
名
、
⑭
見
出
し
、
⑮
備

考
の
一
五
の
項
目
ご
と
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
『
琉
球
新

報
』
三
一
七
五
首
、
『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
一
一
一
四
七
首
の
琉
歌
を
収
集
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

大
正
元
年
か
ら
大
正
七
年
ま
で
の
年
毎
の
琉
歌
の
掲
載
数
を
示
し
た
の
が

〈
表
１
〉
で
あ
る
。

〈
表
１
掲
載
紙
別
琉
歌
数
〉陰

結
社
単
位
で
新
聞
に
発
表
さ
れ
た
琉
歌
は
『
琉
球
新
報
』
で
二
○
七
二
首
、

『
沖
縄
毎
曰
新
聞
』
で
七
七
九
首
、
計
二
八
五
一
首
で
あ
る
一
一
。
大
正
期
の
新

聞
に
登
場
す
る
琉
歌
結
社
に
は
、
日
曜
会
、
奥
武
山
歌
会
、
垣
花
琉
歌
会
、
燕

居
会
、
琉
歌
研
究
会
、
三
六
会
、
八
重
山
琉
歌
会
が
あ
る
。
歌
会
の
詠
草
で
は

な
い
が
「
山
内
盛
濤
先
生
を
弔
う
」
と
題
し
て
比
謝
矼
友
竹
亭
の
追
悼
歌
十
五

首
、
和
歌
の
結
社
で
あ
る
同
風
社
が
歌
会
の
余
興
と
し
て
詠
ん
だ
「
海
松
」
「
千

代
菊
」
題
の
琉
歌
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
明
治
期
に
み
ら
れ
た
新
派
の

グ

琉
歌
結
社
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
く
な
り
、
大
正
期
の
新
聞
に
登
場
す
る
結
社

は
す
べ
て
歌
会
で
題
詠
を
行
う
旧
派
の
結
社
で
あ
る
。

大
正
元
年
一
○
月
一
一
七
曰
付
『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
第
一
三
六
六
号
第
一
面
に

掲
載
さ
れ
た
曰
曜
会
詠
歌
は
次
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

第
二
章
大
正
期
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
琉
歌
に
つ
い
て

一
、
結
社
詠
（
結
社
単
位
で
新
聞
に
発
表
さ
れ
た
作
品
）

次
章
で
結
社
詠
、
琉
歌
大
会
詠
、
募
集
歌
、
寄
稿
歌
の
四
つ
を
と
り
あ
げ
、

大
正
期
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
琉
歌
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

に
掲
載
さ
れ
た
琉
歌
な
ど
）
の
大
き
く
五
つ
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

分
類
ご
と
に
そ
の
歌
数
を
示
す
と
、
『
琉
球
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
琉
歌
三
一
七

五
首
の
う
ち
①
結
社
詠
一
一
○
七
一
一
首
、
②
琉
歌
大
会
詠
四
○
三
首
、
③
募
集
歌

一
一
一
首
、
④
寄
稿
歌
一
五
六
首
、
⑤
そ
の
他
五
一
一
三
首
、
『
沖
縄
毎
曰
新
聞
』
に

掲
載
さ
れ
た
琉
歌
一
二
四
七
首
の
う
ち
、
①
結
社
詠
七
七
九
首
、
②
琉
歌
大
会

詠
一
一
○
七
首
、
③
募
集
歌
四
五
首
、
④
寄
稿
歌
九
一
一
一
首
、
⑤
そ
の
他
一
一
一
三
首

と
な
る
。
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沖
縄
毎
日
新
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琉
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新
報

掲
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紙

３１２ ２６８

大
正
元
年

６１８ 8４４ 年

３１７ ４５８

三
年

￣ 3４９

四
年

￣ 4２９

五
年

￣ 4８３

六
年

￣ 3４４

七
年
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合
計



難藤朧蕊溌韓蕊轍驚騨鶴滕顯蕊臘蕊蝋欝穰蕊轄騨恐爵軍（鰯欝》熟静》講醗較錐騨繊蕊（驚蕊瀞戦蕊鷲蟻藤懸蔦購咄》咄》》》騨蕊》腱輪》培い僻母蘂蕊鱗騨》》乱沖》》》》靜宰咄僻》畷》〉》瀞》悪》》汕蘂趾織蕪蟻

結
社
詠
は
こ
の
曰
曜
会
の
よ
う
に
（
結
社
名
、
開
催
曰
、
点
者
名
、
歌
題
、

当
座
か
兼
題
か
の
区
別
が
記
さ
れ
、
詠
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
歌
は
点
者
又

は
選
者
に
よ
っ
て
「
仁
、
義
、
礼
、
智
、
信
」
や
「
天
、
地
、
人
」
、
「
一
、
二
、

［
口
腫
暉
△
五
（
十
月
廿
三
曰
当
座
）

点
者
伊
江
朝
眞
大
人
撰

十
三
夜

仁
吉
里
眞
仁

み
ち
た
ら
ぬ
月
の
光
り
照
り
渡
て
十
五
夜
よ
り
ま
さ
る
後
の
今
宵

義
仲
濱
政
模

あ
か
ぬ
詠
ゆ
さ
御
慈
悲
あ
る
君
の
美
代
の
な
か
月
の
影
の
美
さ

礼
松
島
朝
京

て
か
や
う
思
わ
ら
へ
伊
佐
浜
に
下
り
て
名
に
立
る
後
の
御
月
拝
ま

智
嵩
原
安
光

杯
に
う
つ
る
月
影
よ
見
ち
も
ま
こ
と
名
に
立
る
後
の
今
宵

秀
松
島
朝
京

雲
の
飛
御
衣
も
ち
り
て
跡
な
い
ら
ぬ
か
は
て
照
り
清
さ
後
の
今
宵

秀
知
念
政
置

か
た
る
こ
と
の
葉
も
酌
み
か
は
す
酒
も
月
に
匂
ま
し
ゆ
さ
後
の
今
宵

佳
仲
濱
政
摸

豊
む
三
五
夜
の
月
よ
り
も
ま
さ
て
美
か
け
照
り
清
さ
後
の
今
宵

佳
糸
滿
朝
義

名
に
立
る
月
も
こ
れ
ま
て
よ
と
も
て
か
は
て
照
り
み
し
や
ら
後
の
今
宵

点
者
伊
江
朝
眞

庭
の
し
ら
き
く
の
花
に
い
る
そ
へ
て
十
五
夜
よ
り
勝
る
け
ふ
の
御
月

恥』、。》叩．八・四埒

三
、
四
、
五
」
と
い
っ
た
よ
う
な
順
位
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
「
具
志
川
朝
及
君

を
弔
ひ
て
（
大
正
五
年
三
月
一
一
○
曰
付
『
琉
球
新
報
』
掲
載
曰
曜
会
）
」
や
「
伊

江
男
爵
氏
還
暦
の
賀
に
寄
真
祝
と
い
ふ
こ
と
を
（
大
正
七
年
二
月
五
日
付
『
琉

球
新
報
』
八
重
山
琉
歌
研
究
会
）
」
の
よ
う
に
会
員
の
祝
儀
不
祝
儀
に
際
し
て
詠

ま
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
先
に
あ
げ
た
曰
曜
会
の
「
三
日
月
」
の
よ
う

な
伝
統
的
な
歌
題
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
明
治
期
に
若
干
見
ら
れ
た
「
お
る
ず
ん

の
若
草
」
「
梯
梧
旨
伊
集
の
木
の
花
」
な
ど
沖
縄
独
自
の
歌
題
は
み
ら
れ
な
い
。

大
正
期
の
新
聞
に
登
場
す
る
琉
歌
結
社
の
う
ち
、
明
治
期
か
ら
引
き
続
き
登

場
す
る
結
社
に
曰
曜
会
、
奥
武
山
歌
会
、
垣
花
琉
歌
会
、
燕
居
会
が
あ
る
。
ま

た
、
大
正
期
に
新
た
に
紙
面
に
登
場
す
る
結
社
に
琉
歌
研
究
会
、
三
六
会
、
八

重
山
琉
歌
会
が
あ
る
。

大
正
期
の
新
聞
に
登
場
す
る
結
社
を
、
掲
載
年
毎
に
掲
載
歌
数
を
示
し
た
の

が
〈
表
２
結
社
別
掲
載
歌
数
一
覧
〉
で
あ
る
。
大
正
期
に
新
聞
に
登
場
す
る
結

社
九
つ
の
う
ち
、
活
動
期
間
が
長
く
、
新
聞
へ
発
表
し
た
琉
歌
の
数
も
多
い
の

は
日
曜
会
で
あ
る
。
曰
曜
会
は
結
社
詠
の
約
五
五
％
、
の
べ
一
五
八
三
首
も
の

琉
歌
を
発
表
し
て
い
る
。
日
曜
会
は
琉
歌
大
会
を
主
催
す
る
な
ど
、
沖
縄
で
最

も
力
の
あ
る
琉
歌
結
社
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
大
正
期
に
新
た
に
登
場
す
る

結
社
の
中
で
は
、
琉
歌
研
究
会
と
八
重
山
琉
歌
会
の
掲
載
歌
数
が
多
い
。
琉
歌

研
究
会
は
大
正
元
年
十
二
月
か
ら
大
正
一
一
年
十
一
一
月
ま
で
の
約
一
年
新
聞
に
登

六
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
大
正
期
は
新
派
琉
歌
の
作
品
発
表
が
ほ
と
ん
ど
無

く
、
こ
の
時
期
の
琉
歌
壇
の
中
心
を
担
っ
て
い
た
の
は
日
曜
会
な
ど
の
結
社
で

あ
る
。
大
正
期
の
琉
歌
壇
の
状
況
を
知
る
た
め
に
は
結
社
詠
を
詳
細
に
見
て
い

く
以
外
に
な
い
。

場
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、

結
社
単
位
で
発
表
さ
ｐ
ｔ
射
馴

四
○
○
首
も
の
一
坑
一
識
を
零

欝
樂
》
欝
騨
驚
驚
鑑
幾
面
齢
蕊
鴬
鴬
韓
篭
瀞
劉
騨
蕊
壗
騨
蕊
』
騨
蕊
礁
鉾
醗
樺
籍
騨
懲
欝
蟻
擬
懲
麺
溌
懲
蕊
犠
蕊

る
。

さ
れ
た
琉
歌
の

３
●



掲載紙Ｔ１年２年３年４年５年６年７年合計 各
結
社
の
新
聞
へ
作
品
を

結
社
の
構
成
員
に
つ
い
て
は

る
こ
と
に
す
る
。

、■、
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発
表
し
た
期
間
、

ヨ第
三
章
結
社

新報 ３４７６ １１９

沖毎■■四四■■■■肥

点
者
・
選
者
、
題
詠
の
歌
題
、

詠
に
つ
い
て
」
で
詳
し
く
述
べ

<表２結社別掲載歌数一覧〉

二
、
琉
歌
大
会
詠
（
琉
歌
大
会
で
詠
ま
れ
た
作
品
）

明
治
四
二
年
に
始
ま
っ
た
琉
歌
大
会
は
大
正
期
に
入
っ
て
も
続
け
ら
れ
る
。

年
に
二
回
、
春
と
秋
に
開
催
さ
れ
る
琉
歌
大
会
は
、
大
正
期
に
は
第
八
回
大
会

か
ら
第
十
九
回
大
会
ま
で
計
十
一
一
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
正
三
年
一
月

四
曰
に
は
春
秋
の
琉
歌
大
会
と
は
別
に
「
新
年
梅
」
題
で
琉
歌
大
会
が
催
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
、
琉
歌
大
会
で
の
作
品
が
『
琉
球
新
報
』
に
四
○
三
首
、
『
沖

縄
毎
曰
新
聞
』
に
二
○
七
首
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

琉
歌
大
会
は
明
治
四
二
年
奥
武
山
歌
会
主
催
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
第
一
一
回
は
首
里
曰
曜
会
主
催
、
第
三
回
は
奥
武
山
、
第
四
回
は
首
里

と
い
う
よ
う
に
交
替
で
開
催
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
明
治
四
三
年
八
月
に
奥

武
山
歌
会
の
点
者
を
務
め
て
い
た
護
得
久
朝
常
が
死
去
す
る
と
奥
武
山
歌
会
は

休
会
に
追
い
込
ま
れ
、
琉
歌
大
会
の
主
催
も
こ
の
時
か
ら
首
里
曰
曜
会
が
行
う

よ
う
に
な
る
。

大
正
期
に
行
わ
れ
た
琉
歌
大
会
は
す
べ
て
首
里
曰
曜
会
主
催
と
な
っ
て
．
お

り
、
大
正
三
年
四
月
に
行
わ
れ
た
第
一
一
回
琉
歌
大
会
は
「
日
曜
会
第
十
一
回

琉
歌
大
会
」
、
大
正
四
年
一
○
月
に
行
わ
れ
た
第
十
四
回
琉
歌
大
会
で
は
「
日
曜

会
琉
歌
兼
題
第
十
四
回
」
、
大
正
五
年
五
月
に
掲
載
さ
れ
た
第
十
五
回
琉
歌
大

会
で
は
「
第
十
五
回
曰
曜
会
大
会
」
、
大
正
五
年
一
○
月
に
掲
載
さ
れ
た
第
十
六

回
琉
歌
大
会
は
「
曰
曜
会
第
十
六
回
大
会
」
、
大
正
六
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
第

十
七
回
大
会
は
「
日
曜
会
第
十
七
回
琉
歌
大
会
」
大
正
六
年
一
○
月
開
催
の
第

十
八
回
琉
歌
大
会
は
「
第
十
八
回
日
曜
会
琉
歌
大
会
」
、
大
正
七
年
五
月
開
催
の

第
十
九
回
琉
歌
大
会
は
「
曰
曜
会
第
十
九
回
大
会
」
と
い
う
よ
う
に
、
琉
歌
大

会
の
名
称
に
「
日
曜
会
」
が
付
さ
れ
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
く
。

次
に
各
琉
歌
大
会
ご
と
に
、
開
催
曰
、
開
催
場
所
、
当
座
題
、
兼
題
、
点
者
．

４

結社名 掲載紙 Ｔ１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 合計

日曜会 新報

沖毎

6８

5５

2０１

2０１

1９７

1７９

1９６ ２５２ 1６０ 7４ 1１４８

4３５

奥武山歌会 新報

沖毎
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7８

1２

1２

1００

9０

垣花琉歌会 新報
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2８

1７

5３

燕居会 新報

沖毎
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1９

５１
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7５

7８

琉歌研究会 新報

沖毎
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三六会 新報
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３
）
第
十
回
琉
歌
大
会

第
十
回
琉
歌
大
会
は
大
正
二
年
十
月
十
二
曰
午
前
十
時
か
ら
、
首
里
当
蔵
伊

江
男
爵
邸
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。
点
者
は
伊
江
朝
眞
。
こ
の
時
の
琉
歌
の
兼

題
は
「
月
前
述
懐
」
「
寄
橋
恋
」
の
二
題
、
当
座
は
「
文
」
で
あ
る
。
大
正
二
年

九
月
二
○
曰
付
『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
に
は
「
当
曰
は
旧
の

十
三
夜
に
つ
き
引
続
観
月
会
を
催
す
筈
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
午
前
十
時
か
ら

始
ま
り
月
の
出
る
頃
ま
で
歌
会
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
一

○
月
一
三
曰
付
『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
に
は
「
参
会
者
一
一
十

五
名
「
寄
橋
恋
」
総
歌
数
百
六
十
五
首
「
草
花
帯
露
」
総
歌
数
六
十
九
首
に
て

を
読
て
」
「
恋
天
象
」
の
一
一
題
、
当
座
題
は
「
僧
」

国
志
を
読
て
」
題
が
一
四
首
、
「
恋
天
象
」
題
が
－

た
当
座
題
「
僧
」
は
一
三
首
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）
第
八
回
琉
歌
大
会

第
八
回
琉
歌
大
会
は
大
正
元
年
一
一
月
三
曰
午
前
十
時
よ
り
伊
江
男
爵
邸

で
開
催
さ
れ
る
一
一
一
。
点
者
は
伊
江
朝
眞
。
琉
歌
の
兼
題
は
「
晩
秋
」
「
寄
獣
恋
」

の
二
題
、
当
座
題
は
「
述
懐
非
一
」
「
占
恋
」
の
二
題
詠
ま
れ
て
い
る
。
新
聞

に
は
兼
題
の
「
晩
秋
」
「
寄
獣
恋
」
題
が
そ
れ
ぞ
れ
一
五
首
、
当
座
題
「
述
懐

非
ご
が
一
四
首
、
「
占
恋
」
題
が
一
五
首
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

選
者
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
歌
数
等
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

（
２
）
第
九
回
琉
歌
大
会

第
九
回
琉
歌
大
会
は
大
正
二
年
四
月
二
○
日
午
前
十
時
よ
り
、
伊
江
男
爵
邸

で
開
催
さ
れ
る
四
・
点
者
は
伊
江
朝
眞
。
こ
の
時
の
琉
歌
の
兼
題
は
「
三
国
志

を
読
て
」
「
恋
天
象
」
の
二
題
、
当
座
題
は
「
僧
」
で
あ
っ
た
。
新
聞
に
は
「
一
一
一

四
志
を
読
て
」
題
が
一
四
首
、
「
恋
天
象
」
題
が
一
三
首
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま

（
６
）
第
十
三
回
琉
歌
大
会

第
十
一
一
一
回
大
会
に
つ
い
て
の
広
告
や
記
事
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、
会
の
具

体
的
な
様
子
を
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
琉
歌
に
も
開
催

（
５
）
第
十
二
回
琉
歌
大
会

第
十
一
一
回
琉
歌
大
会
は
大
正
三
年
一
一
月
八
曰
午
前
十
時
よ
り
、
伊
江
男
爵

邸
に
て
開
催
さ
れ
る
七
・
琉
歌
兼
題
は
「
初
冬
」
「
隔
年
恋
」
の
二
題
、
当
座
は

「
青
島
陥
落
を
祝
て
」
が
出
題
さ
れ
て
い
る
。
点
者
は
伊
江
朝
眞
。
新
聞
に
は

兼
題
「
初
冬
」
「
隔
年
恋
」
が
そ
れ
ぞ
れ
二
一
一
首
、
当
座
題
「
青
島
陥
落
を
祝

て
」
が
一
一
一
首
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
第
十
一
回
琉
歌
大
会

第
十
一
回
琉
歌
大
会
は
大
正
三
年
四
月
十
九
曰
、
伊
江
男
爵
邸
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
あ
っ
た
五
・
し
か
し
、
「
皇
太
后
陛
下
崩
御
遊
ば
さ
れ
た
る
に
付
延
期

六
」
さ
れ
る
。
そ
の
後
大
会
開
催
に
関
す
る
記
事
が
な
い
こ
と
や
、
当
座
題
が

新
聞
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
歌
会
は
「
延
期
」
で
は
な
く
「
中
止
」
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
新
聞
に
は
四
月
一
一
六
曰
付
『
沖
縄
毎
曰
新
聞
』
か
ら
三

回
、
『
琉
球
新
報
』
四
月
二
七
日
付
紙
面
か
ら
二
回
に
わ
た
っ
て
、
点
者
伊
江
朝

眞
の
採
点
に
よ
る
兼
題
「
花
便
」
題
が
一
八
首
、
「
鳥
」
題
が
一
三
首
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

左
の
通
り
入
選
し
た
り
尚
ほ
当
座
題
「
文
」
の
競
詠
あ
り
て
午
后
七
時
頃
散
会

し
た
り
」
と
し
て
兼
題
詠
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
新
聞
に
は
琉
歌
の
兼
題
「
寄

橋
恋
」
、
「
月
前
述
懐
」
、
当
座
「
文
」
が
そ
れ
ぞ
れ
一
三
首
づ
つ
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

５
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（
７
）
第
十
四
回
琉
歌
大
会

第
十
四
回
琉
歌
大
会
は
大
正
四
年
一
○
月
一
七
曰
に
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
大

会
も
記
事
や
広
告
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
琉
歌
作
品
に
よ
っ
て
、
兼
題
が
「
菊
」
「
恋
夢
」
の
二
題
、

当
座
が
「
寄
稲
祝
」
の
一
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
点
者
は
伊
江
朝
眞
が

務
め
て
い
る
。
新
聞
に
は
兼
題
の
「
菊
」
「
恋
夢
」
題
が
一
三
首
づ
つ
、
当
座
題

の
「
寄
稲
祝
」
が
一
四
首
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）
第
十
五
回
琉
歌
大
会

第
十
五
回
琉
歌
大
会
の
詠
歌
は
大
正
五
年
五
月
四
日
、
五
曰
、
六
曰
、
八
日

付
の
『
琉
球
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
開
催
曰
の
記
載
が
な
く

第
十
五
回
大
会
が
い
つ
行
わ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
詠

歌
か
ら
、
琉
歌
兼
題
が
「
蝸
牛
」
「
寄
竹
恋
」
の
二
題
、
当
座
が
「
残
春
」
の
一

題
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
点
者
は
伊
江
朝
眞
。
新
聞
に
は
兼
題
「
蝸
牛
」

題
が
一
四
首
、
「
寄
竹
恋
」
題
が
一
○
首
、
当
座
「
残
春
」
題
が
八
首
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
広
告
や
記
事
な
ど
が
確
認
で
き
な
い
為
、
開
催
曰
や
開
催
場
所
に
つ

い
て
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

曰
の
記
載
が
な
く
、
い
つ
開
催
さ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
第
十
三
回
大
会
の

詠
歌
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
の
は
大
正
四
年
五
月
一
九
曰
付
『
琉
球
新
報
』
第

五
三
七
九
号
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
以
前
の
四
月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
に
開
催
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
点
者
は
伊
江
朝
眞
。
当
座
、
兼
題
の
区
別
が
記
さ
れ

て
い
な
い
の
で
ど
ち
ら
か
判
断
で
き
な
い
が
、
「
蚕
」
題
で
一
三
首
の
琉
歌
が

第
十
七
回
琉
歌
大
会
は
大
正
六
年
五
月
十
三
曰
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
新
聞

に
掲
載
さ
れ
た
詠
歌
に
よ
っ
て
兼
題
が
「
煙
草
」
「
初
恋
」
の
二
題
、
当
座
が
「
春

田
」
一
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
点
者
は
伊
江
朝
眞
で
あ
る
。
兼
題
の
「
煙

草
」
「
初
恋
」
は
そ
れ
ぞ
れ
一
三
首
、
当
座
の
「
春
田
」
は
八
首
の
琉
歌
が
新
聞

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）
第
十
六
回
琉
歌
大
会

第
十
六
回
琉
歌
大
会
は
大
正
五
年
十
月
八
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
琉

歌
大
会
も
記
事
や
広
告
な
ど
が
確
認
で
き
な
い
為
、
歌
会
の
詳
し
い
情
報
が
得

ら
れ
な
い
。
新
聞
に
は
「
秋
興
」
「
秘
恋
」
の
二
題
各
一
四
首
、
当
座
題
「
夢
」

一
一
首
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
点
者
は
伊
江
朝
眞
で
あ
る
。

（
皿
）
第
十
九
回
琉
歌
大
会

〃
，

第
十
九
回
琉
歌
大
会
は
大
正
七
年
五
月
一
一
十
六
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

「
谷
残
鶯
」
題
の
琉
歌
が
掲
載
さ
れ
た
だ
け
で
、
他
の
題
詠
歌
や
記
事
、
広
告

な
ど
も
確
認
で
き
な
い
。
点
者
は
伊
江
朝
眞
が
務
め
て
い
る
。
「
谷
残
鶯
」
題
で

一
一
首
の
琉
歌
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

は
「
寄
河
恋
」
「
飛
行
機
」
の
二
題
、
当
座
は
「
独
居
」
の
一
題
で
あ
る
。
」
点
（
者
已

は
伊
江
朝
眞
が
務
め
て
い
る
。
新
聞
に
は
兼
題
Ｊ
寄
河
恋
ｒ
「
飛
行
機
」
題
で
そ
》

れ
ぞ
れ
一
三
首
、
当
座
「
独
居
」
題
が
一
○
首
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
Ⅱ
）
第
十
八
回
琉
歌
大
会

第
十
八
回
琉
歌
大
会
は
大
正
六
年
十
月
十
四
曰
に
開
催
さ
れ
て
い
る
○
兼
｝
題

（
皿
）
第
十
七
回
琉
歌
大
会

６
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（
昭
）
琉
歌
大
会

琉
歌
大
会
は
大
正
三
年
一
月
四
曰
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
通
常
琉
歌
大
会
は

春
と
秋
の
年
二
回
の
開
催
で
あ
り
、
こ
れ
は
通
常
の
琉
歌
大
会
と
は
別
に
開
催

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
兼
題
「
新
年
梅
」
題
で
、
大
正
一
一
一
年
一
月
三
○
日
付

『
琉
球
新
報
』
に
七
首
、
二
月
一
曰
付
『
琉
球
新
報
』
に
七
首
の
作
品
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
点
者
は
伊
江
朝
眞
が
務
め
て
い
る
。

三
、
募
集
歌
（
新
聞
社
が
作
品
募
集
を
行
い
、
掲
載
さ
れ
た
作
品
）

新
聞
社
が
天
長
節
や
新
年
に
広
告
を
出
し
て
琉
歌
や
和
歌
、
俳
句
、
一

の
作
品
を
募
集
す
る
こ
と
が
あ
る
。
大
正
二
年
の
天
長
節
祝
日
（
『
沖
縄
」

聞
』
）
、
大
正
三
年
新
年
（
『
沖
縄
毎
曰
新
聞
』
『
琉
球
新
報
』
）
、
大
正
四
一

『
沖
縄
毎
曰
新
聞
』
）
に
は
前
も
っ
て
祝
歌
の
募
集
広
告
が
出
さ
れ
、
一

『
沖
縄
毎
曰
新
聞
』
）
に
は
一
一

以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

大
正
二
年
一
○
月
二
一
一
一
日
付
『
沖
縄
毎
曰
新
聞
』
第
一
面
掲
載

天
長
節
奉
祝
詩
歌
募
集

一
、
和
歌
一
、
琉
歌

一
、
漢
詩
一
、
俳
句

右
天
長
節
の
祝
意
を
表
す
る
為
め

汎
く
江
湖
の
玉
吟
を
募
集
す

締
切
十
月
二
十
七
日

沖
縄
毎
曰
新
聞
社

大
正
二
年
一
一
一
月
一
一
一
一
一
曰
付
『
沖
縄
毎
曰
新
聞
』
第
一
一
面
掲
載

新
年
号
詩
歌
募
集

俳
句
、
詩
な
ど

『
沖
縄
毎
曰
新

大
正
四
年
新
年

さ
れ
、
そ
れ
は

Ｈ
１
■
ｑ
中
鈩
肝
０
４
．
》
・
ｄ
ｑ
ｌ
ｕ
１
ｉ

大
正
一
一
年
一
一
一
月
一
一
三
日
付
『
琉
球
新
報
』
第
一
一
面
掲
載

和
歌
琉
歌
俳
句
募
集

新
年
号
に
掲
出
す
可
き
和
歌
琉
歌
俳
句
を
募
集
す

琉
球
新
報
社

大
正
一
一
一
年
一
一
一
月
二
一
一
一
曰
付
『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
第
一
一
面
掲
載

新
年
文
芸
募
集

△
和
歌
△
琉
歌
△
俳
句

△
漢
詩
△
小
説
△
小
品
文

△
脚
本
△
伽
噺
△
川
柳

△
題
随
意

締
切
期
曰
二
十
八
曰
限
り

寄
稿
宛
名

沖
縄
毎
日
新
聞
社
文
芸
係
宛

こ
れ
ら
新
聞
社
か
ら
の
募
集
に
対
し
て
、
全
部
で
六
六
首
の
琉
歌
が
寄
せ
ら

和
歌
「
社
頭
杉
」

琉
歌
「
初
春
海
」

漢
詩
「
題
随
意
」

俳
句
「
新
年
雑
味
」

以
上
玉
啄
の
恵
投
を
希
望
す

期
曰
は
来
る
二
十
八
日
迄

沖
縄
毎
日
新
聞
社

沖
縄
毎
曰
新
聞
社

］
沖
十
㎡
Ｌ
、
。
ｊ
巧
瓜
子
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天
皇
の
誕
生
曰
を
「
お
す
で
曰
凸
と
表
現
し
、
そ
れ
を
寿
ぐ
の
は
明
治
の

天
長
節
と
同
様
で
あ
る
が
、
大
正
二
年
の
天
長
節
祝
日
は
、
「
御
代
お
つ
き
め
し

や
う
ち
け
ふ
か
ら
の
御
祝
」
「
御
す
て
曰
の
祝
の
は
し
め
」
と
、
大
正
天
皇
に
な

れ
て
い
る
。

『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
は
大
正
二
年
一
○
月
一
一
一
一
曰
付
、
一
一
月
一
一
曰
付
の
第

一
面
に
広
告
で
募
集
し
た
作
品
を
掲
載
し
て
い
る
。
一
○
月
三
一
日
に
掲
載
さ

れ
た
琉
歌
の
う
ち
六
首
を
以
下
に
あ
げ
る
。

御
代
お
つ
き
め
し
や
う
ち
け
ふ
か
ら
の
御
祝
園
の
ま
つ
風
の
千
世
の
し
ら

へ

岸
本
賀
雅

年
の
よ
る
ほ
と
に
よ
く
と
願
や
へ
る
君
が
万
代
の
け
ふ
の
御
祝

仲
濱
政
摸

肝
の
雲
霧
も
は
れ
て
け
ふ
か
ら
や
御
す
て
曰
の
御
祝
す
る
か
う
れ
し
や

山
城
宗
得

け
ふ
の
御
祝
日
に
な
ひ
く
曰
の
み
は
た
千
代
八
千
代
さ
か
る
か
け
の
う
つ

る

自
一
〈
士
心
頭
朝
香

照
る
て
た
の
こ
と
に
あ
ふ
く
嬉
し
さ
や
御
掛
ほ
さ
ひ
君
か
け
ふ
の
お
祝

高
安
朝
常

み
代
つ
き
ゆ
め
し
や
う
ち
今
曰
や
わ
か
君
の
御
す
て
曰
の
祝
の
は
し
め
さ

天
長
節
を
祝
ひ
奉
り
て
（
琉
歌
）

ら
め

正
四
位
伊
江
朝
眞

っ
て
初
め
て
の
天
長
節
祝
日
を
祝
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。

大
正
一
一
年
一
一
一
月
一
一
三
曰
付
『
沖
縄
毎
曰
新
聞
』
第
一
一
面
に
掲
載
さ
れ
た
新

年
号
詩
歌
募
集
は
、
和
歌
「
社
頭
杉
」
、
琉
歌
「
初
春
海
」
、
漢
詩
「
題
随
意
」
、

俳
句
「
新
年
雑
味
」
と
歌
題
が
設
定
さ
れ
て
い
て
、
例
年
と
は
異
な
る
趣
向
と

な
っ
て
い
る
。
「
初
春
海
」
の
題
の
募
集
に
応
じ
た
作
品
は
大
正
三
年
一
月
一
曰

の
紙
面
の
第
一
面
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

三
首
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
初
春
海
」
題
の
歌
は
、
お
だ
や
か
な
春
の
海
の
情
景

を
詠
む
こ
と
で
年
の
初
め
を
寿
ぐ
歌
と
な
っ
て
い
る
。

募
集
広
告
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
天
長
節
や
正
月
の
祝
の
歌
が
新
聞
に
掲

「
初
春
海
」
題
の
琉
歌
は
一
日
に
掲
載
さ
れ
た
以
外
に
、
三
曰
の
紙
面
に
も

七
十
八
翁
岸
本
賀
雅

は
っ
春
の
海
や
浪
路
な
た
や
す
く
の
と
か
な
る
美
代
の
し
る
し
さ
ら
め

仲
濱
政
摸

き
の
ふ
ま
て
波
の
あ
ら
さ
た
る
う
み
の
う
す
霞
わ
た
て
し
つ
か
な
た
さ

渡
慶
次
朝
宣

浪
間
い
ち
や
か
ゆ
る
月
に
う
す
か
す
み
か
か
る
海
か
ら
と
は
る
や
た
ち
ゆ

る

當
銘
朝
頴

か
す
か
な
て
見
ゆ
る
沖
の
島
々
や
い
つ
の
ま
に
着
か
春
の
こ
ろ
も

大
宜
見
朝
隆

春
の
海
原
や
さ
さ
波
も
た
た
ぬ
静
か
な
て
舟
も
は
る
か
美
さ

屋
嘉
比
政
呈

初
春
に
な
れ
は
海
原
の
波
も
の
と
か
な
る
花
の
咲
く
か
清
ら
さ

８



四
、
寄
稿
歌
（
追
悼
歌
、
祝
の
歌
、
新
派
詠
な
ど
個
人
単
位
で
新
聞
に
発

表
さ
れ
た
作
品
）

結
社
名
の
記
載
が
な
く
個
人
単
位
で
新
聞
に
発
表
さ
れ
た
も
の
を
こ
こ
で

は
寄
稿
歌
と
し
た
。
寄
稿
歌
に
は
天
皇
や
友
人
の
死
を
悼
む
追
悼
歌
や
、
友
人

の
還
暦
を
祝
う
歌
、
天
長
節
を
祝
う
歌
の
ほ
か
に
、
「
那
覇
区
展
覧
会
を
観
て
」

や
「
久
茂
地
菊
花
品
評
会
を
見
て
」
「
青
島
陥
落
」
な
ど
時
事
を
詠
ん
だ
歌
な
ど

が
あ
る
。
明
治
期
に
見
ら
れ
た
新
派
の
琉
歌
は
大
正
期
に
入
る
と
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
く
な
り
、
大
正
元
年
九
月
二
○
曰
付
『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ

た
「
お
な
じ
人
」
の
「
詩
作
（
三
十
字
詩
）
」
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
今
回
は
新

派
詠
と
し
て
と
り
上
げ
る
こ
と
は
せ
ず
に
寄
稿
歌
に
含
め
た
。

寄
稿
歌
に
分
類
し
た
琉
歌
の
歌
題
を
あ
げ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

「
諒
闇
」
大
正
元
年
九
月
五
曰
付
「
沖
毎
」
一
首

「
先
帝
を
悼
み
奉
り
て
」
大
正
元
年
九
月
八
曰
付
「
沖
毎
」
一
首

「
先
帝
陛
下
を
奉
悼
し
奉
り
て
」
大
正
元
年
九
月
一
一
一
一
曰
付
「
沖
毎
」
一
首

「
詩
作
（
一
一
一
十
字
詩
）
」
大
正
元
年
九
月
二
○
曰
付
「
沖
毎
」
「
毎
日
藻
壇
」

一
○
首

「
先
帝
陛
下
を
悼
み
奉
り
て
」
大
正
元
年
九
月
二
一
日
付
「
沖
毎
」
一
首

載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
大
正
一
一
年
一
○
月
三
○
曰
付
『
琉
球
新
報
』
に
は
「
奉

祝
天
長
節
」
と
題
し
て
一
六
名
の
琉
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
正
六
年

九
月
二
四
曰
付
『
琉
球
新
報
』
に
は
「
琉
球
新
報
二
十
五
周
年
を
祝
ひ
て
」
と

題
し
た
一
九
名
の
琉
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
琉
歌
は
募
集
広
告
が

確
認
で
き
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
寄
稿
歌
に
分
類
し
た
。
し
か
し
、
作
品
募
集

の
広
告
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
新
聞
社
側
か
ら
何
ら
か
の
働
き
か
け
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「
娼
妓
ど
も
の
帽
子
を
あ
む
を
見
て
」
大
正
元
年
一
二
月
一
一
八
日
付
「
沖

毎
」
一
首

「
友
竹
亭
新
崎
盛
相
ぬ
し
の
計
に
接
し
て
」
大
正
二
年
八
月
四
曰
付
「
沖

毎
」
七
首

「
九
年
母
を
よ
み
て
」
大
正
一
一
年
八
月
三
一
曰
付
「
沖
毎
」
一
一
首

「
中
秋
観
月
」
大
正
一
一
年
九
月
一
五
日
付
「
新
報
」
三
首

「
故
東
恩
納
盛
贄
君
を
悼
み
て
」
大
正
一
一
年
九
月
一
一
四
曰
～
二
六
日
付

「
新
報
」
一
○
首

「
故
東
恩
納
盛
賛
君
を
棹
て
」
大
正
二
年
九
月
二
六
日
付
「
沖
毎
」
一
○
首

「
そ
た
て
し
菊
の
つ
ほ
み
を
見
て
」
大
正
二
年
一
○
月
九
曰
付
「
沖
毎
」

一
首

「
奉
祝
天
長
節
」
大
正
一
一
年
一
○
月
三
一
曰
付
「
新
報
」
一
一
○
首

「
前
曰
の
潤
雨
を
」
大
正
二
年
一
一
月
六
曰
付
「
沖
毎
」
一
首

「
故
林
世
功
追
悼
詩
歌
」
大
正
二
年
一
一
月
一
六
日
～
一
九
曰
付
「
新
報
」

四
首

「
故
林
世
功
追
悼
詩
文
集
」
大
正
一
一
年
一
一
月
一
一
○
曰
付
「
沖
毎
」
三
首

「
久
茂
地
の
菊
合
を
見
て
」
大
正
一
一
年
一
一
月
二
一
曰
付
「
沖
毎
」
一
首

「
乃
木
大
将
夫
妻
の
殉
死
を
棹
み
て
」
大
正
元
年
九
月
二
六
日
付
「
沖
毎
」

一
首

「
諒
闇
」
大
正
元
年
一
○
月
八
日
付
「
沖
毎
」
二
四
首

「
那
覇
区
展
覧
会
を
観
て
」
大
正
元
年
一
○
月
二
九
曰
付
「
沖
毎
」
一
首

「
奥
嶋
憲
主
ぬ
し
の
計
に
接
し
て
」
大
正
元
年
一
一
月
一
五
日
付
「
沖
毎
」

七
首

「
久
茂
地
の
菊
花
品
評
会
を
見
て
二
首
」
大
正
元
年
一
一
月
一
一
七
日
付

「
沖
毎
」
二
首

９
●



「
愛
鳥
の
あ
と
を
追
ふ
て
死
ん
だ
遊
女
の
記
事
を
読
み
て
」
大
正
五
年
七
月

二
八
曰
付
「
新
報
」
一
首

「
遠
山
雪
」
「
新
年
霞
」
大
正
六
年
一
月
一
日
付
「
新
報
」
各
二
首

「
琉
球
新
報
二
十
五
周
年
を
祝
ひ
て
」
大
正
六
年
九
月
二
四
曰
付
「
新
報
」

一
九
首

「
小
嶺
幸
之
君
を
悼
み
て
」
大
正
六
年
一
一
月
一
七
曰
付
「
新
報
」
二
首

「
嶋
内
三
郎
君
」
「
鈴
木
邦
義
君
」
大
正
六
年
一
一
月
一
一
五
曰
付
「
新
報
」

各
一
首

「
知
花
朝
章
君
」
「
護
得
久
朝
惟
君
」
大
正
六
年
上
一
月
二
九
日
付
「
新

「
比
嘉
賀
徳
君
か
み
ま
か
り
け
る
を
い
た
み
て
」
大
正
四
年
一
月
二
八

～
二
月
一
日
付
「
新
報
」
二
四
首

「
奉
祝
歌
」
大
正
四
年
一
一
月
一
○
日
付
「
新
報
」
一
首

「
新
年
一
一
一
一
口
志
」
「
若
水
」
「
新
年
橋
」
大
正
五
年
一
月
三
日
付
「
新
報
」

各
一
首

「
山
内
盛
濤
君
を
追
弔
て
」
大
正
五
年
七
月
二
五
曰
付
「
新
報
」
七
首

「
歌
三
味
線
の
友
與
儀
宅
盛
身
ま
か
り
け
る
に
」
大
正
三
年
六

付
「
沖
毎
」
二
首

「
潟
原
時
報
所
載
」
大
正
三
年
一
一
月
四
曰
付
「
沖
毎
」
八
首

「
青
島
陥
落
」
大
正
三
年
一
一
月
九
曰
付
「
沖
毎
」
二
首

「
故
林
世
功
一
一
一
十
三
年
祭
追
悼
之
詩
文
集
」
大
正
一
一
年
一
一
月
一
一
五
日
付

「
沖
毎
」
｜
｜
首

「
見
菊
花
品
評
会
」
大
正
一
一
年
一
一
月
三
○
日
付
「
新
報
」
一
一
首

「
品
評
会
の
菊
を
」
大
正
一
一
年
一
一
一
月
一
一
曰
付
「
新
報
」
三
首

「
新
年
祝
」
大
正
一
一
一
年
一
月
一
一
一
日
付
「
沖
毎
」
一
一
一
首

「
某
赤
毛
布
の
東
京
観
」
大
正
三
年
五
月
九
日
付
「
沖
毎
」
一
首

「
歌
三
味
線
の
友
與
儀
宅
盛
身
ま
か
り
け
る
に
」
大
正
三
年
六
月
一
一
六
日

月
二
八
日

第
三
章
結
社
詠
に
つ
い
て

大
正
期
に
琉
歌
を
発
表
し
た
結
社
は
、
日
曜
会
、
奥
武
山
歌
会
、
垣
花
琉
歌

会
、
燕
居
会
、
琉
歌
研
究
会
、
三
六
会
、
八
重
山
琉
歌
会
、
同
風
社
、
比
謝
矼

友
竹
亭
の
九
つ
で
あ
る
。
以
下
、
各
結
社
の
①
新
聞
に
登
場
す
る
期
間
、
②
点

者
・
選
者
、
③
歌
題
、
④
結
社
の
構
成
員
の
四
つ
の
項
目
ご
と
に
見
て
い
く
。

一
、
日
曜
会

①
新
聞
に
登
場
す
る
期
間

曰
曜
会
が
新
聞
に
琉
歌
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
明
治
三
九
年
六
月
一

日
付
『
琉
球
新
報
』
か
ら
で
あ
る
。
明
治
期
に
は
『
琉
球
新
報
』
に
二
○
七
回
、

『
沖
縄
毎
曰
新
聞
』
で
六
八
回
作
品
を
発
表
し
、
掲
載
さ
れ
た
歌
数
は
の
べ
一

六
五
五
首
に
の
ぼ
る
。
大
正
期
に
入
っ
て
も
活
動
は
続
き
、
『
琉
球
新
報
』
に
一

一
八
回
九
、
『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
に
四
一
回
掲
載
さ
れ
、
初
出
は
大
正
元
年
一
○

月
九
曰
付
『
琉
球
新
報
』
、
新
聞
で
確
認
で
き
る
最
後
の
も
の
は
大
正
七
年
四
月

二
九
日
付
『
琉
球
新
報
』
第
六
四
一
八
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
掲
載

報
」
各
一
首

「
新
年
」
大
正
七
年
一
月
七
日
付
「
新
報
」
二
首

「
男
爵
伊
江
朝
眞
氏
の
還
暦
を
祝
ひ
て
」
大
正
七
年
一
月
二
七
曰
付
「
新

報
」
二
○
首

大
正
七
年
二
月
一
一
日
付
「
新
報
」
一
首

「
三
月
十
八
曰
當
銘
朝
頴
氏
還
暦
を
祝
て
」
大
正
七
年
四
月
一
○
日
付

「
新
報
」
九
首

「
渡
嘉
敷
通
昆
氏
を
悼
て
」
大
正
七
年
四
月
二
一
曰
付
「
新
報
」
一
七
首

10
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②
点
者
・
選
者
に
つ
い
て

曰
曜
会
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
伊
江
朝
眞
が
点
者
を
務
め
て
い
る
。
伊
江
が

一
人
で
点
者
を
つ
と
め
て
い
る
も
の
以
外
に
、
伊
江
朝
眞
、
兼
島
景
福
、
渡
慶

次
朝
宣
の
三
人
、
兼
島
景
福
、
稲
福
全
名
、
富
間
朝
頴
、
高
安
朝
常
の
四
人
、

富
間
朝
頴
が
一
人
で
点
者
を
務
め
て
い
る
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
一
回
み
ら
れ
る
。

③
歌
題
に
つ
い
て

曰
曜
会
で
詠
ま
れ
た
題
一
詠
の
歌
題
は
全
部
で
一
一
八
題
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、

当
座
題
五
三
題
、
兼
題
が
五
四
題
、
探
題
が
八
題
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
新
聞
に

掲
載
さ
れ
た
順
に
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

寄
秋
述
懐
（
兼
題
）

十
三
夜
（
当
座
）

従
門
帰
恋
（
兼
題
）

恋
（
当
座
）

旅
泊
千
鳥
（
兼
題
）

新
年
待
友
（
兼
題
）

竹
雪
（
当
座
探
題
）

艫
火
（
当
座
探
題
）

年
内
早
梅
（
当
座
探
題
）

雪
中
鐘
（
当
座
探
題
）

初
恋
（
当
座
探
題
）

被
厭
恋
（
当
座
探
題
）

さ
れ
た
琉
歌
は
の
べ
一
五
八
三
首
。
曰
曜
会
は
大
正
期
に
琉
歌
を
発
表
し
た
結

社
の
中
で
も
活
動
期
間
が
最
も
長
く
、
発
表
し
た
琉
歌
も
多
い
。

■Ⅱ・叶い・・・山峡雁い』・・・・・・・叩・・・・・・小・品・・・．。．ザ。眠い』．蜆．・服．邪．阻叩■、眼．．■．．．．□．け．ロ．．
‐
‐
』
■
似
’
０
．
．
・
け
■
．
．
咄
』
０
．
．
Ｆ
、
叩
い
い
：
．
Ｉ
．
い
い
い
・
・
・
７
．
４
．
Ⅱ
Ｉ

寄
海
恋
（
当
座
探
題
）

名
立
恋
（
当
座
探
題
）

橋
（
当
座
）

暮
村
烟
（
当
座
）

祈
恋
（
兼
題
）

花
売
の
縁
を
見
て
（
当
座
）

船
中
梅
雨
（
兼
題
）

忍
涙
恋
（
当
座
）

魚
（
兼
題
）

衣
錦
帰
郷
（
当
座
）
岼

枕
（
当
座
）

坂
月
（
兼
題
）

蜘
蛛
（
兼
題
）

新
秋
（
当
座
）
一
一

活
動
写
真
（
兼
題
）

十
四
日
月
（
当
座
）

夕
譲
（
兼
題
）

菊
（
当
座
）

郵
便
（
兼
題
）

不
知
在
所
恋
（
当
座
）

新
年
梅
（
兼
題
）

無
実
名
立
恋
（
兼
題
）

莚
海
辺
興
（
当
座

河
水
久
澄
（
兼

田
家
花
（
当
座

・・…－・］：・・・．・・．・・・．．ｊ・町・・．。】■
品
。
‐
、
・
・
．
■
４
‐
１
・
・

辻
抄
誹
：
・
・
・
：
・
・
・
‐
・
・
：

．
．
ｍ
ウ
．
叩
Ｐ

－１１－
▲



郭
公
（
兼
題
）

寄
衣
恋
（
当
座
）

不
慮
達
恋
（
兼
題
）

薬
（
当
座
）

公
園
燈
（
兼
題
）

隣
濯
麦
（
当
座
）

名
所
瀧
（
当
座
）

竹
間
夏
月
（
兼
題
）

山
家
首
秋
（
当
座
）

秋
月
（
当
座
）

浮
世
（
兼
題
）

中
城
懐
古
（
兼
題
）

歳
暮
（
当
座
）

山
家
如
春
（
兼
題
）

欲
絶
恋
（
当
座
）

片
恋
（
兼
題
）

海
村
（
当
座
）

望
遠
鏡
（
兼
題
）

摘
若
菜
（
当
座
）

春
駒
（
兼
題
）

恋
書
（
当
座
）

寄
鳥
恋
（
兼
題
）

春
夜
（
当
座
）

寄
筆
恋
（
当
座
）

精
進
恋
（
兼
題
）

一
所
恋

松
有
佳

情
（
兼

馬
（
当

早
秋
（

古
宅
萩

雨
恋
（

尋
恋
（

晴
天
鶴

早
梅
（
当
座
）

新
年
言
志
（
兼
題
）

待
不
来
恋
（
兼
題
）

恋
（
当
座
）

笠
（
当
座
）

鶏
（
兼
題
）

具
志
川
朝
及
君
を
弔
ひ
て

新
樹
（
兼
題
）

思
両
人
恋
（
当
座
）

新霞翁鐘
婚へヘー、
祝当兼当

雨
後
夏
の
月
（
兼
題
）

月
下
美
人
（
当
座
）

寄
灯
恋
（
兼
題
）

鐘
（
当
座
）

翁
（
兼
題
）

霞
（
当
座
）

川
恋
（
兼
題
）

祠
佳
色
（
当
座
）

（
兼
題
）

（
当
座
）

必
（
兼
題
）

）
萩
（
当
座
）

回
（
当
座
）

心
（
兼
題
）

Ｆ
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可
…

疑
偽
恋
（
兼
題
）

川
春
月
（
当
座
題
）

杖
（
兼
題
）

臨
期
変
約
恋
（
当
座
）

夏
魚
（
兼
題
）

約
雨
□
恋
（
兼
題
）

披
書
恨
恋
（
兼
題
）

塵
（
当
座
）

閑
居
夜
雨
（
兼
題
）

風
告
秋
（
当
座
題
）

初
聞
虫
（
兼
題
）

寄
風
恋
（
当
座
）

秋
唯
一
曰
（
兼
題
）

時
雨
（
当
座
）

遠
恋
（
兼
題
）

醜
婦
（
当
座
題
）

新
年
酒
（
兼
題
）

梅
花
先
春
（
当
座
）

待
鶯
（
兼
題
）

寄
国
祝
（
当
座
）

疑
偽
恋
（
兼
題
）

川
春
月
（
当
座
歴

初
冬
霜
（
兼
題
）

寄
山
祝
（
当
座
題
）

不
被
知
人
恋
（
兼
題
）

誌
（
当
座
）

新
年
宴
会
（
当
座
）

聯
Ⅲ
Ⅳ
”
伽
Ⅲ
齢
Ⅲ
＃
Ⅲ
昨
ｉ
撫
川
血
Ⅱ
聯
釣
聯
ｒ
ド
ー
Ⅲ
ル
ー
‐
１
１
＃
ｗ
鋤
離
Ⅱ
獺
γ
い
‐
州
ｉ
‐
釧
１
Ⅲ
‐
Ｉ
弧
！
Ⅷ
１
．
４
ｊ
灘
ｊ
１
Ｊ
ｒ
ｉ
ｗ
‐
１
１
…
Ｊ
Ｗ
‐
↓
‐
心
馴
ｌ
ｆ
ｌ
Ｔ
ｉ
‐
‐
嘘
Ｉ
刺
１
腓
‐
４
１

④
結
社
の
構
成
員

曰
曜
会
で
琉
歌
を
発
表
し
た
の
は
全
部
で
一
一
六
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

歌
数
が
最
も
多
い
の
は
日
曜
会
の
点
者
を
務
め
た
伊
江
朝
眞
で
あ
る
。
次
い
で

高
安
朝
常
、
渡
慶
次
朝
宣
、
稻
幅
全
名
、
名
護
朝
直
、
大
山
朝
眞
な
ど
の
掲
載

数
が
多
い
。

阿
波
根
朝
鮮
二
八
）

新
垣
太
郎
（
二
）

新
崎
盛
重
（
二

伊
江
朝
英
二
○
）

伊
江
朝
薫
（
四
八
）

伊
江
朝
章
ご
）

伊
江
朝
眞
（
一
一
八
）

伊
志
筆
禿
山
（
二

伊
集
治
令
（
八
）

糸
満
朝
美

糸
滿
朝
庸

糸
滿
朝
義

糸
滿
朝
□
（

霞
始
聲
（
兼
題
）

寄
石
恋
（
当
座
題
）

苦
学
（
兼
題
）

樵
夫
（
当
座
）

少
女
携
桜
（
兼
題
）

松
間
藤
（
当
座
題
）

戸口、〆へ〆￣、

）七
）

）八
）

１
‐
上
ｊ
，
；
ｉ
‐
山
Ｉ
‐
ｌ
‐
ｉ
‐
‐
‐
！
‐
‐
．
；
’
１
‐
’
１
ド
ー
ー
‐
ｊ
ｒ
１
血
刈
鯲
‐
ｔ
ｉ
哩
酩
附
糀
‐
－
－
‐
ｉ
↓
‐
－
１
‐
Ｍ
ｉ
ｉ
ｊ
ｉ
Ⅲ
ｉ
Ⅲ
叶
拙
付
ｉ
Ｌ

０

－１３－
●



稻
幅
全
名
（
六
二
）

稻
嶺
盛
治
（
五
）

上
江
洲
由
壽
（
三
）

上
間
正
才
（
二

上
間
長
暢
（
二
）

浦
添
西
峯
（
四
）

浦
添
朝
宣
（
二
一
一
）

浦
添
朝
長
二
二

大
宜
見
朝
隆
（
四
七
）

大
山
朝
眞
（
五
四
）

岳
本
岱
嶺
（
八
）

翁
長
良
才
（
一
六
）

親
里
柿
軒
（
二

賀
數
朝
睦
（
四
）

勝
連
貞
二
○
）

兼
島
景
幅
（
四
○
）

兼
濱
朝
珂
（
七
）

川
平
恵
許
（
八
）

榊
山
朝
知
（
三
）

榊
山
朝
奉
（
二
）

榊
山
虚
如
（
八
）

亀
山
朝
奉
（
三
七
）

岸
本
賀
雅
二
○
）

宜
野
山
朝
修
（
七
）

儀
問
倫
二
）

Ｉ

金
武
正
宣
（
一
四
）

金
城
秀
長
ご
）

久
志
安
均
（
九
）

久
志
安
壽
（
五
）

具
志
頭
朝
香
（
一
一
三
）

具
志
頭
朝
重
（
二
）

具
志
川
朝
及
（
一
二

久
高
唯
鄭
（
二

湖
城
恵
宏
（
二
）

東
風
平
安
信
二
）

崎
濱
朝
功
（
二
）

佐
久
本
孟
教
（
二
四
）

佐
久
本
孟
敷
（
二

城
間
恒
有
（
二
）

勢
理
客
宗
宣
（
一
六
）

高
江
洲
昌
壯
（
二
七
）

嵩
原
安
光
二
七
）

嵩
原
松
亭
（
二

高
安
朝
常
（
七
六
）

高
良
睦
輝
（
四
）

高
良
睦
順
（
二
）

知
念
ロ
ロ
（
二

知
念
政
置
（
二
一
一
）

知
念
政
直
（
二
）

知
念
政
和
（
六
）

ぷ
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眞
榮
里
元
璋
（
四
）

騨
蕊
欝
瀧
鰕
蕊
鶏
蕊
騨
懲
蟻
議
鷺
露
欝
騨
桜
鐘
欝
蕊
鮮
蝉
職
籔
騨
》
》
襲
霧
》
職
欝
驚
畷
》
欝
鴬
麩
鷺
鋒
懲
溌
蕊
灘
鴬
鶴
羅
騒
辮
鞭
罵
鴬
醗
騨
》
銑
》
鷺
驫
》
》
鱗
…
鬮
辛
…
ぷ
…
↓
》
…
＃
…
…
…
…
…
》
》
鬮
臘
…
鰯
》
》
”
峠
…
…
鵡
瀞
…
…
的
腱
…
昨
ｈ
：
〆
！
…
…
．
…
‐
腋
暉
…
Ｉ
：
腿眞
壁
朝
可
（
五
）

牧
志
朝
佐
（
二

眞
喜
志
康
治
（
六
）

眞
志
喜
朝
陸
（
三
）

松
島
朝
京
（
三
七
）

松
島
朝
景
（
二

美
里
朝
珍
二
九
）

宮
城
助
政
（
一
）

森
田
孟
徳
（
二
九
）
，

諸
見
里
朝
奇
（
四
）

屋
嘉
宗
徳
（
二

屋
嘉
比
政
兄
（
二
四
）

屋
嘉
部
政
呈
（
二
）

安
森
盛
秀
（
八
）

山
川
朝
棟
（
六
）

山
川
朝
赴
二
二

山
城
宗
蔭
（
三
七
）

山
城
宗
得
（
二
四
）

山
城
宗
徳
（
二

山
城
宗
輔
（
二

山
城
正
常
二
二

山
城
正
輔
（
四
）

山
田
有
度
（
一
四
）

吉
里
眞
仁
（
一
二
）

與
那
原
良
儀
（
一
五

、￣
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二
、
奥
武
山
歌
会

①
新
聞
に
登
場
す
る
期
間

奥
武
山
歌
会
は
那
覇
の
歌
人
を
中
心
に
明
治
か
ら
活
動
し
て
い
る
歌
会
で

あ
る
。
明
治
期
だ
け
で
『
琉
球
新
報
』
に
一
四
九
回
、
『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
に
七

三
回
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
大
正
期
に
は
大
正
元
年
一
○
月
三
日
付
『
琉
球
新
報
』

第
四
四
五
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
が
初
出
で
、
新
聞
で
確
認
で
き
る
最
後
は

大
正
二
年
二
月
一
九
日
付
『
琉
球
新
報
』
第
四
五
八
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
大
正
期
に
は
『
琉
球
新
報
』
に
一
二
回
、
『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
に
一

○
回
掲
載
さ
れ
、
の
べ
一
九
○
首
の
琉
歌
を
発
表
し
て
い
る
。

③
歌
題

奥
武
山
歌
会
で
詠
ま
れ
た
琉
歌
の
歌
題
は
全
部
で
八
題
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

当
座
が
一
題
、
兼
題
が
六
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
古
寺
」
の
題
は
歌
合
の

形
式
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
奥
武
山
歌
会
で
詠
ま
れ
た
歌
題
を
、
新
聞
に

②
点
者
・
選
者
に
つ
い
て

奥
武
山
歌
会
で
点
者
・
選
者
を
務
め
た
の
は
伊
江
朝
眞
で
あ
る
。
点
者
・
選

者
名
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
一
回
を
の
ぞ
い
て
、
す
べ
て
伊
江
朝
眞
と
な
っ
て

い
る
。

芝
圃
（
六
）

泉
矼
（
二

南
島
（
二

失
名
（
二

作
者
名
記
載
な
し
（
三
）

Ｉ

掲
載
さ
れ
た
順
に
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

並
枕
語
恋
（
兼
題
）

独
見
月
（
兼
題
）

諒
闇
（
兼
題
）

牛
（
兼
題
）

寒
月
映
雪
（
兼
題
）

筆
（
当
座
）

古
寺

浦
鶯
（
兼
題
）

④
結
社
の
構
成
員

奥
武
山
歌
会
で
琉
歌
を
発
表
し
た
の
は
全
部
で
五
六
名
。
こ
の
う
ち
歌
数
の

多
い
の
は
伊
江
朝
眞
、
高
安
朝
常
、
稻
幅
全
名
、
大
山
朝
眞
、
渡
慶
次
朝
宣
、

屋
嘉
比
政
兄
、
諸
見
里
朝
奇
な
ど
で
あ
る
。

阿
波
根
朝
鮮
（
五
）

伊
江
朝
英
（
二

伊
江
朝
薫
（
三
）

伊
江
朝
眞
三
二

糸
満
朝
庸
（
二
）

稻
幅
全
名
（
八
）

上
江
洲
由
壽
（
四
）

浦
添
朝
長
（
二
）

大
宜
見
朝
隆
（
五
）

大
濱
政
通
（
二
）

大
山
朝
眞
（
八
）
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－，:,榊

瀞

具
志
頭
朝
重
（
二
）

具
志
川
朝
及
（
三
）

湖
城
恵
宏
（
五
）

佐
久
本
孟
教
（
五
）

高
江
洲
昌
壯
（
二

嵩
原
安
光
（
二
）

高
安
朝
常
二
○
）

高
良
睦
輝
（
四
）

知
念
績
昌
（
二
）

當
銘
朝
頴
（
三
）

渡
嘉
敷
通
昆
（
二
）

渡
慶
次
朝
宣
（
六
）

渡
名
喜
良
樹
（
二
）

仲
尾
次
盛
孝
（
二
）

仲
濱
政
模
（
五
）

具久久金紳川兼兼勝翁
志志志武山平濱島達長
頭安安正盛恵朝景貞良
朝壽均宣蕃許珂幅へ才
香へヘヘグー、ヘヘヘヘ
ヘニニ三二四四四一五

、￣、■〆、￣～＝、-ン、■＝、＝＝．、-グ

ー￣ １叶
什
噛
雅
Ⅱ
ｈ
Ⅱ
小
冊
ｒ
Ⅱ
い
化
Ⅱ
状
艸
Ⅲ
－
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
ｍ
Ｗ
峠
１
斗
⑫
小
仙
ほ
Ⅱ
卯
ｈ
ｈ
Ｉ
ｍ
鴨
町
Ⅲ
Ⅱ
Ⅲ
弘
仏
ｒ
腓
１
世
ｒ
Ⅵ
識
Ｊ
Ⅱ
財
－
い
－
仰
－
増
－
‐
Ｉ
ｊ
Ｉ
如
鍜
．
ザ

三
、
垣
花
琉
歌
会

①
新
聞
に
登
場
す
る
期
間

垣
花
琉
歌
会
が
初
め
て
新
聞
に
登
場
す
る
の
は
明
治
四
四
年
七
月

名
護
朝
直
（
二
）

野
崎
眞
秀
（
五
）

鉢
嶺
清
温
（
二
）

花
城
朝
忠
（
三
）

濱
川
順
達
（
二
）

比
嘉
賀
慶
（
二

比
嘉
賀
徳
（
五
）

比
嘉
春
株
（
二
）

松
島
朝
京
（
二
）

美
里
朝
珍
（
二
）

森
田
孟
徳
（
二
）

諸
見
里
朝
奇
（
六
）

屋
嘉
比
政
兄
（
六
）

山
川
朝
赴
（
二

山
城
宗
蔭
（
四
）

山
城
宗
得
（
三
）

山
里
永
昌
（
二
）

山
里
守
祥
（
二
）

山
田
有
度
（
二

吉
里
眞
仁
（
三
）

作
者
名
記
載
な
し
（
二

九
曰

Ｊ
作
ぱ
い
旧
Ｐ
上
心
止
脈
ｒ
ｌ
⑭
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②
点
者
・
選
者
に
つ
い
て

垣
花
琉
歌
会
は
明
治
四
四
年
か
ら
伊
江
朝
重
が
点
者
・
選
者
を
務
め
て
い
る
。

明
治
四
五
年
四
月
に
掲
載
さ
れ
た
五
題
当
座
は
上
江
洲
由
具
が
選
者
・
点
者
を

務
め
て
い
る
も
の
の
、
主
な
点
者
・
選
者
は
伊
江
朝
重
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

大
正
期
に
発
表
さ
れ
た
琉
歌
は
大
正
元
年
は
伊
江
朝
重
が
、
大
正
二
年
な
る
と

上
江
洲
由
具
が
点
者
・
選
者
を
務
め
て
い
る
。

付
『
琉
球
新
報
』
か
ら
で
あ
る
。
明
治
期
だ
け
で
『
琉
球
新
報
』
に
一
一
三
回
、

『
沖
縄
毎
曰
新
聞
』
に
三
五
回
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
大
正
期
に
は
大
正
元
年
九

月
一
九
曰
付
『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
第
一
一
一
三
四
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
が
初
出

で
、
新
聞
で
確
認
で
き
る
最
後
は
大
正
一
一
年
三
月
一
一
一
日
付
『
沖
縄
毎
日
新
聞
』

第
一
五
○
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
期
に
は
『
琉
球
新
報
』
に

一
一
一
回
、
『
沖
縄
毎
曰
新
聞
』
に
一
二
回
掲
載
さ
れ
、
の
べ
七
○
首
の
琉
歌
を
発

表
し
て
い
る
。

③
歌
題

垣
花
琉
歌
会
で
詠
ま
れ
た
琉
歌
の
歌
題
は
全
部
で
一
二
題
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
、
当
座
か
兼
題
で
あ
る
か
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
四
題
あ
り
、
当
座
が
三

題
、
兼
題
が
一
題
で
あ
る
。
垣
花
琉
歌
会
で
詠
ま
れ
た
歌
題
を
新
聞
に
掲
載
さ

れ
た
順
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

六
日
夜

蓮
如
君
子
（
当
座
）

見
形
厭
恋

月
前
旅
泊

松
風
（
当
座
）

④
結
社
の
構
成
員

垣
花
琉
歌
会
で
琉
歌
を
発
表
し
た
の
は
全
部
で
一
五
名
。
こ
の
う
ち
歌
数
の

多
い
の
は
勝
連
貞
、
花
城
朝
忠
穴
浦
添
朝
長
、
神
山
虚
如
、
高
江
洲
昌
壯
な
ど

で
あ
る
。

伊
集
治
令
ご
）

上
江
洲
由
具
（
二
）

上
江
洲
由
壽
二
）

浦
添
朝
長
（
一
○
）

翁
長
良
才
（
四
）

勝
連
貞
（
一
二
）

榊
山
虚
如
二
○
）

崎
濱
朝
功
（
二

高
江
洲
昌
壯
（
六
）

仲
濱
政
模
（
二

花
城
朝
忠
（
二
一
）

又
吉
長
方
（
二
）

山
里
守
詳
（
三
）

暁
月

菊
花
色
々
（
当
座
）

新
年
鶯

馴
恋

晴
天
鶴
（
兼
題
）

古
寺
花

難
逢
恋
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③
歌
題

燕
居
会
が
大
正
期
に
作
品
を
発
表
し
た
歌
題
の
数
は
全
部
で
一
四
題
。
｜
題

を
除
い
て
す
べ
て
兼
題
に
な
っ
て
お
り
、
当
座
題
は
見
ら
れ
な
い
。
燕
居
会
が

明
治
期
に
発
表
し
た
二
題
も
兼
題
詠
の
み
で
あ
り
、
当
座
会
は
催
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
燕
居
会
で
詠
ま
れ
た
歌
題
を
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
順
に
示

す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

②
点
者
・
選
者
に
つ
い
て

四
、
燕
居
会

①
新
聞
に
登
場
す
る
期
間

燕
居
会
が
初
め
て
新
聞
に
登
場
す
る
の
は
明
治
四
五
年
五
月
三
日
付
『
琉
球

新
報
』
か
ら
で
あ
る
。
明
治
期
だ
け
で
『
琉
球
新
報
』
に
二
回
、
『
沖
縄
毎
曰
新

聞
』
に
一
回
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
大
正
期
で
は
大
正
元
年
九
月
一
○
日
付
『
沖

縄
毎
日
新
聞
』
第
一
一
一
三
一
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
が
初
出
で
あ
り
、
新
聞
で

確
認
で
き
る
最
後
は
大
正
二
年
九
月
一
二
日
付
『
琉
球
新
報
』
第
四
七
八
七
号

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
期
に
は
『
琉
球
新
報
』
に
一
一
回
、
『
沖

縄
毎
日
新
聞
』
に
一
三
回
掲
載
さ
れ
、
の
べ
一
五
三
首
の
琉
歌
を
発
表
し
て
い

る
。燕
居
会
で
点
者
・
選
者
を
務
め
て
い
る
の
は
諸
見
里
朝
奇
で
あ
る
。
こ
れ
は

明
治
四
五
年
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
も
同
じ
で
、
他
の
点
者
・
選
者
は
見
ら
れ
な

い
。

山
田
建
周
（
二
）

吉
里
眞
仁
（
三
）

総
蟻
蕊
騨
蕊
蕊
鱒
纈
蕊
溌
議
鍵
蕊
鶴
蕊
蕊
鷲
識
繋
蕊
鶴
臘
蕊
鞠
欝
溌
難
騨
溌
已
懲
騨
騨
瀞
欝
鵜
鐘
籔
蕊
輔
韓
騨
灘
繊
蕊
鵠
驚
篭
騨
》
篭
讓
蝉
鞍
鐺
弾
龍
蕊
轟
》
騨
篭
》
鴬
鞠
驚
騨
韓
灘
撹
騨
〉
鴬
鰯
難
蒐

④
結
社
の
構
成
員

燕
居
会
で
琉
歌
を
発
表
し
た
の
は
全
部
で
一
五
名
。
燕
居
会
で
は
琉
歌
を
発

表
す
る
際
に
す
べ
て
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
用
し
て
い
る
。
漱
石
、
文
里
、
狂
犬
、

翠
董
、
珀
雲
、
岩
木
な
ど
が
作
品
数
が
多
い
。

納述寄水寄待松若水旅寄残新見
涼懐竹鶏糸花風菜烏恋梅暑樹恋
へへ祝へ恋へへ知へへ祝グヘヘヘ
兼兼へ兼兼兼時兼兼へ兼兼兼
題題兼題題題へ題題兼題題題
一一題一――兼一一題一一一

＝題一
、－ゴ

、－〆

岩
木
二
四
）

狂
犬
（
一
八
）

銀
月
（
八
）

山
之
人
（
四
）
｜

出
月
（
一
一
）

晶
夫
二
○
）

千
ｍ
‐
凸
・
Ｊ
１
０
０
１
心
‐
‐
Ｉ
計
抑
汕
迅
・
叩
ｌ
ｙ
ｑ

1９
●
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③
歌
題

②
点
者
・
選
者
に
つ
い
て

琉
歌
研
究
会
と
し
て
発
表
さ
れ
た
作
品
は
、
す
べ
て
比
嘉
賀
徳
と
仲
濱
政
模

の
共
撰
と
な
っ
て
い
る
。

五
、
琉
歌
研
究
会

①
新
聞
に
登
場
す
る
期
間

琉
歌
研
究
会
が
初
め
て
新
聞
に
登
場
す
る
の
は
大
正
元
年
一
一
一
月
二
一
一
一
曰

付
『
琉
球
新
報
』
第
四
五
三
一
一
号
か
ら
で
あ
る
。
新
聞
で
確
認
で
き
る
最
後
は

大
正
一
一
年
一
一
一
月
六
曰
付
『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
第
一
七
五
七
号
に
掲
載
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
新
聞
に
登
場
す
る
期
間
は
短
い
も
の
の
、
『
琉
球
新
報
』
に
三

五
回
、
『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
に
一
○
回
掲
載
さ
れ
、
全
部
で
四
○
○
首
の
琉
歌

を
発
表
し
て
い
る
。

文珀漱櫻桜浪林品翠
隻雲石山山月永夫董

（
一
一
ハ
）

（
一
）

（
一
一
）

（
一
）

（
一
）

（
五
）

（
二
八
）

二
四
）

（
二
○
）

’

琉
歌
研
究
会
で
は
大
正
元
年
十
一
一
月
か
ら
大
正
一
一
年
十
二
月
ま
で
の
一
年
間

に
三
四
題
の
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
当
座
題
は
一
一
題
だ
け
で
、

三
一
題
が
兼
題
で
あ
る
。
以
下
、
琉
歌
研
究
会
で
詠
ま
れ
た
歌
題
を
、
新
聞
に

掲
載
さ
れ
た
順
に
示
す
。

千
鳥
（
兼
題
）

車
（
兼
題
）

庭
雪
（
兼
題
）

閑
居
雨
（
兼
題
）

坐
斗

初
春
（
兼
題
）

琴
（
兼
題
）

初
聞
鶯

思
当
選
美
人
（
当
座
）

夕
陽
映
島
（
兼
題
）

蛙
（
兼
題
）

水
上
落
花
（
兼
題
）

隣
家
（
兼
題
）

郵
便
（
兼
題
）

寄
衣
恋
（
兼
題
）

新
竹
（
兼
題
）
・

虹
（
兼
題
）

蓮
（
兼
題
）

見
恋
（
兼
題
）

納
涼
（
兼
題
）

旅
行
（
兼
題
）

烏
（
兼
題
）

2０



④
結
社
の
構
成
員

琉
歌
研
究
会
で
琉
歌
を
発
表
し
た
の
は
全
部
で
一
四
名
。
こ
の
う
ち
掲
載
さ

れ
た
歌
数
が
多
い
の
は
川
平
恵
許
、
上
間
正
才
、
山
口
全
則
、
眞
榮
里
元
璋
、

比
嘉
賀
徳
、
饒
平
名
智
寶
老

上
間
正
才
（
三
八
）

翁
長
武
雄
（
二
）

川
平
恵
基
（
二
六
）

川
平
恵
許
（
六
二
）

喜
瀬
喜
長
（
一
一
三
）

仲
里
政
功
二
二

仲
濱
政
模
（
二
四
）

れ
た
歌
数
が
多
い
の
は
川
平
恵
許
、
上
記

比
嘉
賀
徳
、
饒
平
名
智
寶
な
ど
で
あ
る
。

初
秋
暁
（
兼
題
）

懸
命
恋
（
兼
題
）

盃
（
兼
題
）

秋
夕
雨
（
兼
題
）

海
村
（
兼
題
）

船
中
眺
望
（
当
座
）

林
間
月
（
兼
題
）

檮
衣
（
兼
題
）

杖
（
兼
題
）

惜
秋
（
兼
壺

浜
砂
（
兼
扉

冬
月
（
兼
壺

煙
草
（
兼
牽

（
兼
題
）

（
兼
題
）

（
兼
題
）

（
兼
題
）

線Ⅱ鈴Ⅲ岫瞬洲開”Ⅱ捗川蝋Ⅲ吟醜川珊Ⅱ熱刷りⅡ灘Ⅳｈ呼服礁仙●蚊胖聴腓．トー年－Ⅲ－．．啼叶１年ⅢＪｊｊ，‐

’

③
歌
題

②
点
者
・
選
者
に
つ
い
て

三
六
会
で
は
當
銘
朝
頴
が
一
人
で
点
者
・
選
者
を
務
め
て
い
る
。
一
一
紙
あ
わ

せ
て
一
五
回
作
品
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
一
三
回
で
當
銘
朝
頴
が
点

者
・
選
者
と
な
っ
て
い
る
。

一
ハ
、
一
一
一
一
ハ
〈
玄

①
新
聞
に
登
場
す
る
期
間

一
一
一
六
会
が
新
聞
に
初
め
て
登
場
す
る
の
は
大
正
二
年
八
月
一
九
日
付
『
沖
縄

毎
曰
新
聞
』
第
一
六
五
三
号
で
あ
る
。
ま
た
現
在
確
認
で
き
る
最
後
の
も
の
は

大
正
四
年
一
二
月
一
日
付
『
琉
球
新
報
』
第
五
五
六
八
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
三
六
会
は
『
琉
球
新
報
』
に
一
一
回
、
『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
に
四
回
、

合
計
一
四
七
首
の
琉
歌
を
新
聞
に
発
表
し
て
い
る
。

比
嘉
賀
忠
（
二
四
）

比
嘉
賀
徳
（
三
四
）

古
堅
榮
秀
（
二
九
）

眞
榮
里
元
璋
（
三
四
）

山
口
全
則
（
三
七
）

山
里
景
昇
（
一
一
三
）

饒
平
名
智
寶
（
三
一
一
）

作
者
名
記
載
な
し
（
二

ｑ－ＩＧ’卜◆・ｌＩＩＭ４叱りⅡ。』，印。Ⅱ少・・Ｊ１‐⑪外ＨＭⅡ乢叩－則１ＦｌＩＩｌＷＩＩ７リⅢ℃皿１１・犯人川咀佃ｒ旧ｒＤ１Ｉ口邨Ｉ■１１叩１０－Ⅲ咀祀Ⅱ‐■７忠泄卜旧Ⅲ。ａ曰Ⅱｊ叩０口咀心Ⅱ■』■ｒⅡ上、Ⅲ‐鶚柏孤図拍暉Ⅱ一
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１
１

④
結
社
の
構
成
員

三
六
会
で
琉
歌
を
発
表
し
た
の
は
全
部
で
二
四
名
ｐ
掲
載
さ
れ
た
歌
数
が
多

い
の
は
高
江
洲
昌
壯
、
花
城
朝
忠
、
勝
連
貞
、
稻
嶺
盛
治
、
榊
山
虚
如
ら
で
あ

る
。

三
六
会
が
発
表
し
た
琉
歌
の
歌
題
は
一
五
題
。
こ
の
う
ち
当
座
が
一
一
一
題
、
兼

題
が
一
一
題
と
な
っ
て
い
る
。
三
六
会
で
詠
ま
れ
た
歌
題
を
、
新
聞
に
掲
載
さ

れ
た
順
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

紫
陽
草
（
兼
題
）

目
前
契
恋
（
兼
題
）

憂
喜
同
類
（
兼
題
）

女
郎
花

菊
花
待
開
（
当
座
）

思
（
兼
題
）

新
年
興
（
当
座
）

寄
杉
祝
（
兼
題
）

陽
春
布
徳
（
兼
題
）

恋
人
事
（
兼
題
）

触
物
催
恋
（
兼
題
）

松
契
多
春
（
兼
題
）

春
情
在
花
（
兼
題
）

仙
家
（
当
座
）

寄
曰
祝
（
兼
題
）

新
崎
興
頴
（
二
）

池
宮
城
光
裕
（
四
）

’

七
、
八
重
山
琉
歌
会

①
新
聞
に
登
場
す
る
期
間

八
重
山
琉
歌
会
が
新
聞
に
登
場
す
る
の
は
大
正
六
年
三
月
一
一
七
日
付
『
琉
球

稻
嶺
盛
治
（
一
二

浦
添
朝
長
（
五
）

大
宜
見
朝
隆
（
二
）

大
山
朝
眞
つ
）

翁
長
良
才
二
○
）

賀
數
朝
睦
（
五
）

勝
連
貞
二
四
）

榊
山
虚
如
二
二

高
江
洲
昌
壯
（
一
六
）

嵩
原
安
光
（
三
）

嵩
原
松
亭
（
八
）

當
銘
朝
頴
（
一
三
）

花
城
朝
忠
二
五
）

眞
喜
志
康
治
（
六
）

山
里
守
詳
（
四
）

頑
翁
（
五
）

岱
山
（
二

岱
嶺
（
二

淡
水
（
五
）

朝
長
（
二

作
者
名
記
載
な
し
（
四
）

Ｉ
「
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②
点
者
・
選
者
に
つ
い
て

八
重
山
琉
歌
会
で
は
伊
江
朝
眞
が
点
者
・
選
者
を
務
め
て
い
る
。
大
正
六
年

七
月
に
掲
載
さ
れ
た
六
月
歌
会
（
兼
題
二
題
、
当
座
一
題
）
だ
け
は
伊
江
で
は

な
く
日
曜
会
会
員
互
選
と
な
っ
て
い
る
。

新
報
』
第
六
○
三
一
一
一
号
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
確
認
で
き
る
最
後
は
大
正

七
年
四
月
一
一
七
曰
付
『
琉
球
新
報
』
第
六
四
一
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
約
一
年
の
問
に
『
琉
球
新
報
』
に
四
一
一
一
回
、
全
部
で
二
七
五
首
の
琉

歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

③
歌
題

八
重
山
琉
歌
会
が
発
表
し
た
琉
歌
の
歌
題
は
全
部
で
四
五
題
で
、
そ
の
う
ち

当
座
が
一
三
題
、
兼
題
が
三
一
題
で
あ
る
。
以
下
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
順
に

八
重
山
琉
歌
会
で
詠
ま
れ
た
歌
題
を
あ
げ
る
。

花
下
客
来
（
兼
題
）

琴
（
兼
題
）

梅
初
開
（
兼
題
）

初
逢
恋
（
当
座
）

寄
島
恋
（
兼
題
）

待
恋
（
兼
題
）

機
織
（
当
座
）

山
寺
花
（
兼
題
）

春
雨
（
兼
題
）

牛
（
兼
題
）

思
昔
恋
（
当
座
）

蕊
議
麟
騨
露
蕊
識
鏑
辮
鰯
蝉
蕊
議
辮
蕊
鑑
溌
麹
繍
鵠
蕊
灘
噸
醗
織
溌
穏
鰐

八・・ｍ・叩・・・咀・・・殺れ・・叩・出》叩・叩印印」．．》・叩轌守田
■
』
■
】
ｑ
ユ
ロ
凹
凸
ロ
ロ
ロ
ー
叩
丹

）乳・・・叩■・・■・・寺・・・■■・・・■ざ・・・・・・

新
樹
風
（
兼
題
）

思
二
人
恋
（
兼
題
）

心
（
当
座
）

窓
前
蛍
（
兼
題
）

山
家
橋
（
兼
題
）

通
書
恋
（
当
座
）

竹
間
夏
月
（
兼
題
）

祈
恋
（
兼
題
）

車
上
眺
望
（
当
座
）

残
暑
。
（
兼
題
）

旅
泊
夢
（
兼
題
）

紅
葉
満
山
（
兼
題
）

瓢
（
兼
題
）

寄
名
月
恋
（
当
座
）

月
下
待
友
（
兼
題
）

頼
恋
（
兼
題
）
一
一

寄
船
祝
（
当
座
）

朝
落
葉
（
兼
題
）

老
恋
（
兼
題
）

風
（
当
座
）

寒
松
（
兼
題
）

社
頭
水
（
兼
題
）

歳
暮
恋
（
当
座
）

便
當
舅
罵
邊
暦
の
賀
に
壹
鳧
芝
い
ふ
こ
と
を

新
年
言
志
（
兼
題
）

０
１
‐
。
－
州
’
０
１
１
－
－
Ⅲ
■
・
；
‐
ｌ
Ｉ
０
０
Ｉ
Ｕ
・
；
」
。
Ⅱ
０
１
Ｐ
，
Ｊ
ｒ
ｕ
ｄ
１
‐
↓
１
１
０
１
■
１
口
ｌ
ｉ
Ｉ
Ⅵ
Ⅱ
０
屯
④
■
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
１
■
Ⅱ
咀
咀
１
１
百
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④
結
社
の
構
成
員

八
重
山
琉
歌
会
で
琉
歌
を
発
表
し
た
の
は
全
部
で
二
七
名
。
こ
の
う
ち
山
城

宗
得
、
山
城
宗
蔭
、
屋
嘉
宗
徳
、
屋
嘉
宗
業
、
勢
理
客
知
益
な
ど
が
掲
載
さ
れ

た
歌
数
が
多
い
。

新
垣
隆
祥
二
○
）

池
城
安
信
（
九
）

伊
野
波
清
益
（
六
）

伊
野
波
盛
益
（
｜
）

大
濱
保
嘉
（
五
）

大
嶺
信
秀
（
二

祝
嶺
春
安
（
二
）

勢
理
客
知
益
（
二
六
）

長
濱
克
高
（
一
六
）

長
濱
眞
欣
（
六
）

比
嘉
統
亨
（
二

恋
妨
学
問
（
兼
題
）

農
（
当
座
）

鶯
（
兼
題
）

述
□
（
兼
題
）

不
言
恋
（
当
座
）

夢
中
逢
恋
（
兼
題
）

浦
舟
（
当
座
）

市
（
兼
題
）

若
草
（
兼
題
）

’八
、
同
風
社

①
新
聞
に
登
場
す
る
期
間

同
風
社
は
明
治
・
大
正
期
を
通
じ
て
最
大
の
和
歌
の
歌
会
で
あ
る
。
大
正
二

年
五
月
に
一
一
回
琉
歌
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
大
正
一
一
年
五
月
六
日
付
『
沖
縄

毎
日
新
聞
』
第
一
五
五
○
号
に
掲
載
さ
れ
た
琉
歌
に
は
「
左
は
去
月
一
一
十
七
日

同
風
社
当
座
席
上
に
於
て
余
興
と
し
て
酒
宴
最
中
十
分
間
に
し
た
即
詠
せ
し
も

の
な
り
と
」
＋
と
あ
り
、
余
興
と
し
て
特
別
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
五
月
二
一
一
一
日
付
『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
も
「
十
分

東
恩
納
盛
珍
（
二
）

譜
久
山
朝
鼎
（
二

譜
久
山
朝
弼
（
五
）

船
越
牛
ご
）

船
越
清
福
（
五
）

牧
志
宗
保
（
六
）

眞
喜
屋
實
茂
（
五
）

松
元
維
新
（
八
）

屋
嘉
宗
業
（
三
一
）

屋
嘉
宗
清
二
）

屋
嘉
宗
徳
（
三
五
）

山
城
宗
蔭
（
四
二
）

山
城
宗
得
（
四
三
）

與
世
山
慶
昌
（
二

饒
平
名
其
昌
（
三
）

久
英
（
三
）
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③
歌
題

同
風
社
で
詠
ま
れ
た
琉
歌
の
歌
題
は
次
の
二
題
。
い
ず
れ
も
和
歌
の
歌
会
の

後
に
余
興
と
し
て
一
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

海
松
（
当
座
）

千
代
菊
（
十
分
間
即
詠
）

②
点
者
・
選
者
に
つ
い
て

同
風
社
で
は
「
海
松
」
「
千
代
菊
」
の
二
題
の
琉
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
「
海
松
」

題
を
賀
徳
、
「
千
代
菊
」
題
を
賀
慶
が
点
者
を
務
め
て
い
る
。

④
結
社
の
構
成
員

同
風
社
は
明
治
・
大
正
期
を
通
じ
て
多
く
の
歌
人
が
参
加
し
た
和
歌
の
結
社

で
あ
る
。
琉
歌
は
歌
会
の
余
興
と
し
て
詠
ま
れ
た
も
の
が
二
回
新
聞
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
同
風
社
で
琉
歌
を
発
表
し
た
の
は
全
部
で
九
名
で
あ
る
。

問
即
詠
」
と
」

の
で
あ
ろ
う
。

兼
島
景
幅
（
二
）

岸
本
賀
雅
（
四
）

高
良
睦
輝
（
二
）

當
銘
朝
頴
（
二

仲
濱
政
模
（
三
）

比
嘉
賀
慶
（
二

比
嘉
賀
徳
（
二
）

美
里
朝
珍
（
二

と
な
っ
て
い
て
、
同
じ
く
和
歌
の
歌
会
で
余
興
と
し
て
（
詠
ま
れ
た
も

Ｉ 蝿
鐡
蕊
繩
騨
轍
舗
鍛
鷺
欝
鵡
蕊
鱒
繍
擬
篭
溌
蕊
蕊
灘
蕊
醗
騨
騨
蕊
蕊
騨
翻
鞍
騨
蕊
騨
蕊
欝
議
溌
韓
蕊
蕊
欝
溌
騨
騨
辨
騨
驚
籍
蕊
騨
瀞
韓
騨
韓
灘
蕊
蕊
騨
》
講
熱
虚

九
、
友
竹
亭

大
正
期
に
友
竹
亭
と
し
て
作
品
が
発
表
さ
れ
る
の
は
、
大
正
五
年
六
月
一
一

日
付
『
琉
球
新
報
』
第
五
七
五
五
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
山
内
盛
濤
先
生
を
弔
う
」

琉
歌
一
五
首
だ
け
で
あ
る
。
友
竹
亭
は
明
治
四
○
年
一
二
月
か
ら
四
四
年
四
月

ま
で
六
六
八
首
の
琉
歌
を
新
聞
に
発
表
し
て
お
り
、
新
聞
以
外
に
資
料
が
な
い

の
で
は
っ
き
り
と
は
し
な
い
も
の
の
、
友
竹
亭
の
活
動
時
期
は
明
治
四
四
年
頃

ま
で
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
正
期
に
発
表
さ
れ
た
も
の
は
点
者
で
あ
っ
た

山
内
盛
篶
の
死
を
悼
む
も
の
で
、
通
常
の
歌
会
の
も
の
で
は
な
い
士
。

友
竹
亭
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
山
内
盛
嶌
の
追
悼
歌
の
琉
歌
を
寄
せ
た
歌
人

は
以
下
の
八
名
で
あ
る
。

金
城
秀
長
（
二

久
志
安
壽
（
二

勢
理
客
宗
宣
（
二
）

勢
理
客
宗
徳
（
三
）

高
良
展
玉
（
二
）

渡
久
山
朝
是
（
二
）

山
城
正
常
（
三
）

山
城
正
輔
つ
）

朝
香
（
二
）

垂
。
叩
油
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五
大
正
三
年
三
月
一
一
一
曰
付
『
沖
縄
毎
曰
新
聞
』
掲
載
の
欄
削

付
『
琉
球
新
報
』
の
記
事
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

六
大
正
三
年
四
月
一
五
日
付
『
沖
縄
毎
曰
新
聞
』
に
「
琉
歌
一

一
明
治
・
大
正
期
の
新
聞
の
保
存
状
況
に
つ
い
て
は
当
山
昌
直
・
下
地
智
子
「
沖

縄
島
で
発
刊
さ
れ
た
戦
前
の
新
聞
に
関
す
る
収
集
ノ
ー
ト
」
『
史
料
編
集
室

紀
要
』
第
朋
号
沖
縄
県
文
化
振
興
会
沖
縄
県
教
育
委
員
会
二
○
○
三

年
）
に
詳
し
い
。

一
一
結
社
の
中
に
は
『
琉
球
新
報
』
と
『
沖
縄
毎
曰
新
聞
』
の
両
方
に
同
じ
作
品

を
発
表
し
て
い
る
結
社
も
あ
る
が
、
今
回
は
そ
の
重
複
の
調
査
を
し
て
い
な

い
。
二
八
五
一
首
は
の
べ
歌
数
で
あ
る
。

一
一
一
第
八
回
琉
歌
大
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
、
大
正
元
年
一
○
月
一
三
日
付
『
沖

縄
毎
曰
新
聞
』
に
記
事
と
欄
外
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
欄
外
広
告
は
以

下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

第
八
回
琉
歌
大
会

一
会
曰
十
一
月
三
日
午
前
十
時
開
題
但
例
に
依
り
琉
歌
当
座
会
を

催
す

一
会
場
男
爵
伊
江
朝
眞
邸

一
琉
歌
兼
題
「
晩
秋
」
「
寄
獣
恋
」
点
者
伊
江
朝
眞

｜
和
歌
兼
題
「
秋
夜
勉
学
」
「
武
士
」
点
者
兼
嶋
景
幅

但
琉
歌
和
歌
四
題
共
十
月
廿
七
曰
占
切
歌
数
は
御
随
意

一
会
費
は
四
題
共
一
首
に
五
銭
つ
つ

一
当
座
御
出
席
の
会
費
金
は
三
重
銭
の
事
但
準
備
の
都
合
に
依
り
兼
題

詠
歌
共
に
御
送
附
相
成
度
最
印
紙
は
二
割
増
の
事

一
［

］
但
期
限
経
過
後
到
着
の
も
の
又
は
会
費
金
を
添
へ

ざ
れ
ば
棄
却
す

四
大
正
一
一
年
三
月
一
一
一
曰
付
『
沖
縄
毎
曰
新
聞
』
欄
外
広
告
か
ら
、
大
会
の
開

催
曰
、
琉
歌
兼
題
、
大
会
の
開
催
場
所
な
ど
が
わ
か
る
。
琉
歌
大
会
の
記
事

及
び
広
告
は
知
念
真
理
「
短
歌
結
社
関
連
記
事
・
広
告
一
覧
」
『
沖
縄
近
代

短
歌
の
基
礎
的
研
究
』
（
勉
誠
出
版
平
成
十
三
年
）
で
ま
と
め
ら
れ
て
い

大
正
三
年
四
月
一
五
日
付
『
沖
縄
毎
戸

見
出
し
で
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

る
。

掲
載
の
欄
外
広
告
、

「
琉
歌
大
会
延
期
」
と
の

曰

’

七
大
正
三
年
一
○
月
九
日
付
『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
の
欄
外
広
告
に
一
一
一
回
琉
歌

大
会
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

八
「
お
す
で
曰
」
は
「
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
曰
」
の
意
。
明
治
以
前
の
琉
歌
に

は
見
ら
れ
な
い
語
で
、
明
治
以
後
、
天
長
節
を
祝
う
よ
う
に
な
っ
て
作
ら
れ

た
語
で
あ
ろ
う
。

九
大
正
一
一
一
年
一
一
一
月
一
一
九
曰
、
大
正
四
年
六
月
二
○
日
、
六
月
一
一
一
曰
、
六
月

一
一
七
曰
、
大
正
五
年
二
月
一
一
四
日
、
三
月
一
五
曰
、
八
月
一
一
四
曰
、
’
一
月

七
日
、
一
一
月
九
日
、
一
一
一
月
一
四
日
、
大
正
六
年
三
月
一
七
日
、
三
月
一

九
日
、
四
月
一
一
曰
、
四
月
一
三
日
、
九
月
一
四
曰
、
九
月
一
一
○
曰
の
『
琉

球
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
題
詠
琉
歌
は
、
結
社
名
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、

伊
江
朝
眞
が
点
者
を
務
め
て
い
る
こ
と
、
『
波
上
琉
歌
集
明
治
・
大
正
期

の
琉
歌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
日
曜
会
の
作
品
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、
日
曜

会
の
詠
歌
と
し
た
。

十
大
正
二
年
五
月
六
日
付
『
沖
縄
毎
曰
新
聞
』
第
一
五
五
○
号
掲
載
「
海
松
」

題
で
詠
ま
れ
た
琉
歌
に
つ
い
て
付
さ
れ
た
文
。
同
風
社
は
和
歌
の
会
で
あ
り
、

琉
歌
を
歌
会
で
詠
む
こ
と
は
特
別
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

士
大
正
二
年
八
月
四
日
付
『
沖
縄
毎
日
新
聞
』
に
は
「
友
竹
亭
新
崎
盛
相
ぬ

し
の
計
に
接
し
て
」
と
し
て
渡
久
山
朝
是
、
山
城
正
常
、
金
城
秀
長
、
勢
理

客
宗
宣
、
久
志
安
均
、
高
良
睦
順
、
山
城
正
輔
七
名
の
琉
歌
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
七
名
と
も
友
竹
亭
で
活
動
し
て
い
た
歌
人
で
あ
る
が
、
新
聞
へ
の
掲

載
の
さ
れ
方
か
ら
結
社
詠
で
は
な
く
寄
稿
歌
と
し
て
扱
っ
た
。

卯？
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